








調査
ヤチダモ柾目木取の一例について

寺江国勝

  本道におけるナラ、ヤチダモ、マカバ等の上質な大径木は年々枯渇してきたが一方造船、
車輌、ビル建築、洋風住宅、高級家具等に使用される優良樹種は南洋材の大量輸入にもか
かわらず柾目単板及び製材として、美観及び材質上からの特質を賞美され、柾目単板の原
料であるフリッチ材は勿論一般製材も柾目取のものが好まれるようになったが、生産工場
は依然として柾目板目の区別なく案外無関心で挽立てているようであるが、当において約
250 万石の原木により簡単なヤチダモの柾目木取の一例について試験を行って見たのでそ
の結果を報告する。
  木取は実際需要されている製品の形量、及び品質と素材の形状と欠点の状態位置を考慮
しつつ価値高い製品の歩止り向上を計らねばならないことは言うまでもないが従来の挽立
の方法として用いられている型は（イ）型（表参照）No.1～No.4 或は（ロ）型で径級の大
小欠点の状態を勘案して板目、又は柾目が混採されており、柾目を多く要求する場合は、
大径木の柾目取がある。

（一例）

これらの複数木取を行う場合は径級大なるものか或は欠点の比較的少ないものに限定され
る場合が多い。今回の試験挽である柾目木取は、素材の欠点に順応性を与え挽立の操作を
一貫させて能率的にし、製品は殆ど柾目で多く数量的には挽割類のパーセントの増加を見
るが、これは価値面で充分補えるものと思われる。最も簡単な柾目木取の挽方の順序と材
の取扱いについて要約し述べれば
木取の挽き方の順序は
（1） 素材車上に載せ大割する。
（2） ヘッドブロックを後退せしめると共に第2線を第1線に対し60°ならしめる様定置し

樹芯部近く迄挽く。
（3） 更にヘッドブロックを後退させて扇形の樹芯を通る二等分線を鋸身と平行になる様

にして樹芯部近く迄挽立てる。
（4） 木返しして樹芯部を厚物として定規残りにする。
（5） 後半部も同様の順で挽き立てる。

この木取において鋸断中に懸念される危険については材の大部分がヘッドブロックに残っ
ているので普通木取同様上下各ハッカを充分効かすことによって材のすべり落ち等の恐れ
は全くない。また原木の欠点中、腐、目廻りの欠点は形状により柾目木取に大きな不適当
な場合もあるが、曲、木口割、節入皮等の欠点及び扁平材、不整形材等は柾目木取に大き
な不都合は来なさないように思われる。次に欠点をもつ原木の取扱方の二、三の例を述べ
る。
1 曲り材
（イ） 単曲材の大割第一線は曲りに対し 45°以下でありこの事は曲りの欠点を少なくする

と云うことである。
（ロ） 重曲材は曲りに平行な大割第一線を挽き入れる。
2 節
  大略の如き位置をとらせて挽き立てして欠点を耳摺部に含める。（表参照）
3 偏平材
（イ） 出来る限り（a）の如く第一線を挽き入れるが、その形状及び欠点により第二線の角

度 a は、下記の如くである。
(a)    ∠a＜60°  ∠a '60°   ∠a＝60°

4 樹蕊部
（イ） 樹蕊部は欠点のより多い半月部に、又曲り材については彎曲度の少ない半月部分に

残す様に大割第一線を入れ図（A）の如く樹蕊部を除く。
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5  定規については、上図より、B の部分はすべて側面定規、C の部分はすべて隋心定規で
なければならない。尚第二線の操作で 60°、45°、30°等の角度を材に持たせる方法とし
ては、ヘッドブロックの上ハッカに簡単な目盛りを付すること（下記中参照）により可能
であり、慣れ次第、次のような原則を基礎として素材に即した角度を適宜持たすことが容
易に出来る様になる。

（第ⅰ図）

（第ⅱ図）
注）上ハッカの目盛りについて
  刃の長さ（H）を計り 1.732H、H、0.57H の各目盛を刻み（ⅰ図）此の目盛りを基準にハ
ッカを打てば夫々60°、45°、30°の角度を出せる。この場合第ⅱ図のようにハッカを打
たれる面の延長がハッカの根元に一致することが必要である。
（a）供試原木及び挽立方法について
 （イ）供試素材は長級 12 尺－13 尺、径級130－165、石廻り約 2石 5斗の〝たも〟素材
   を各型ともⅠ等材 4 本（若しくは 9石）Ⅱ等材 1本、計約 12石を単位として充てた。 た
   だし（イ）の型についてはそれに属する木取り方法が多かったので約 3 倍又（ホ）型に
   ついてはその木取りの特性より比較的軽度の欠点は嫌わないので（木口割）（節）等の
   Ⅱ等材を寧ろ多く加え約 2 倍とした。
（ロ） 挽立方法の採材形量は価値的に高い製品を何れの型に於いても多く採ることに主
 眼を置き寸法は 0.9、1.1、13～14 迄の雑木一般寸法により、（イ）（ロ）の型について
 は従来の 90°木取り、（ホ）の型については 60°木取り、（ハ）（ニ）型については能率
 上及び歩止り上の参考資料とする為折衷木取により（ヘ）の型については 60°木取りの
 歩止り上の参考として加えた。製品の価格は現在の本道市場に於ける生材の発

   駅ホーム渡価格の一例による。
(b) 木取りの型別による簡単なる比較（主に 60°木取りと 90°木取りについて）
（イ） 材積歩止りについて
 総括的には 60°木取りを主体とする方が 90°木取りよりも遥かに有利な結果が出た

   が、その原因は平板については後者の方が歩止りに於いて優り、挽割に於いては前者
   が優っている点より考えて後者の木取りが常識的になっているのでやや粗略に扱われ
  たのであるか、又は、前者の方が小物挽割の処理に適している為ではないかと考え
   られる。更に板目、柾目の採材比率については前者が圧倒的に柾目材が多い。
（ロ） 価値歩止りについて
   始めに（イ）型と（ホ）型について例を取ると前者は石当り 4.420 円、後者は 4.667
   円となり、両者を比べると 60°木取りが約 5％増の価値歩止りを得ている。勿論供資
  材或は作業条件及び木取りの巧拙もあり、厳密に何パーセント増となると確定するわけ
  には行かないが（この事は（ロ）（ハ）（ニ）型に於いても云える）その傾向を見る為に
  各型の平板の価値歩止りについて比較したとき柾目木取りを主体とすればするだけ価
  値歩止り（各材種別歩止り材積×各単価）は向上し、結果的には 90°木取りと 60°木
  取りとの平均差は約 15～16％増（百石について 7 万前後）の開きを生じて来ると云う
  事がわかる。
（注）平板については 15％増全体として 5％増と云う事は全体の歩止りの時含まれる挽割
   りの価格が平板に較べ甚だしく低廉である為である。
（ハ） 挽立時間の概略について
  各型についての夫々の石当り所要時間を比較して見ると（イ）（ロ）型については 3 分
 後、（ホ）型については 4 分 30秒となっているが、60°木取りの練習を全然予行しない
 で行った平均時間であり、後になる程時間的に早くなって居り、又（ハ）型が 2 分 36秒、
（ニ）型が 3 分 45秒程度でその半分を 60°木取りしている点より考え習熟すれば、明ら
 かに石当り 4 分以下で挽立てし得ると思われる。



 （ニ）採材製品の形量について（巾、厚）
  巾について見ると柾目に於いては素材の径級との関係もあり、どの型も平均して 5－6 寸
となり大差がなかったが（イ）型と（ホ）型を見ると柾目材の歩止りが（ホ）型の方が多
いので、巾に於いては矢張り劣り、板目に於いてもその差が更に甚だしかった。然しこの
事は後者の柾目木取りであるので必然的に巾の狭い製品が板目となって表われて来たこと
に因ると思われる。尚（ハ）型に於ける板目、柾目の巾が夫々（イ）型の板目平均巾、（ホ）
型柾目平均巾に似ている事より、この程度の径級の素材を対象としたときの 60°木取りの
柾目の平均巾は、5 寸 1 分、板目の平均巾は、6 寸 7、8 分と思われる。尚厚みについては
平均して遥かに
（ホ）型木取りが厚く、この事は価値歩止りにも判然と表われている。
  以上当所におけるヤチダモ柾目木取試験の結果報告であるが、樹種、材の形状、欠点の
状態によっては、このような木取法を摘要することが困難な場合があることは勿論であり、
本試験はあくまで原則的なものである。
  同時に市場面においても柾目材の要求は多くなってきているが、新しい市場の開拓も同
時に考慮に入れる必要があろう。
  簡単な試験ではあるが、幾分なりとも参考になる点があれば幸甚である。

試験部製材加工課長


